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嘉内・賢治

　

「
ア
ザ
リ
ア
」
と
は
、
今
か
ら
90
年
前
の

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
、
盛
岡
高
等
農

林
学
校
（
現
在
の
岩
手
大
学
農
学
部
）
で
誕

生
し
た
「
ア
ザ
リ
ア
会
」
発
行
の
同
人
誌
（
文

芸
雑
誌
）
で
す
。
会
員
は
全
部
で
12
人
。　

　

第
１
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
１
９
１
７
年

の
７
月
１
日
。
そ
の
後
、
２
・
４
・
５
・
６
号

と
不
定
期
に
発
行
さ
れ
１
９
１
８
年
６
月
26

日
発
行
の
第
６
号
で
終
刊
と
な
り
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
１
年
ほ
ど
の
短
命
な
雑
誌
で
し
た

が
、
こ
の
手
作
り
の
ち
い
さ
な
雑
誌
を
通
じ

て
、
宮
沢
賢
治
は
文
芸
に
目
覚
め
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
同
人
誌
を
き
っ
か
け
に
４
人
は
深
い

心
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
保
阪
嘉
内
・
小
菅

健
吉
・
河
本
義
行
は
、
賢
治
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
友
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　　

広
報
で
は
〝
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
〞
に
つ
い

て
、
今
月
か
ら
連
続
し
て
特
集
し
ま
す
。

「特集」保阪嘉内・宮沢賢治の友情を　　　　　現
い ま

代に伝える・・・

保阪嘉内（左上）・宮沢賢治（右上）
小菅健吉（左下）・河本義行（右下）

　

２
０
０
６
年
保
阪
嘉
内
・
宮
沢
賢
治
生
誕
１
１
０

周
年
を
記
念
し
て
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
記
念

の
集
い
・
記
念
展
示
会
が
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
宮
沢
賢
治
の
作
品
は
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
、
新
聞
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
宮
沢
賢
治
と
盛
岡
高
等
農
林
学
校
で
学
び
、

ま
た
同
じ
理
想
を
持
ち
、
友
情
を
あ
た
た
め
た
韮
崎

出
身
の
保
阪
嘉
内
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
人
は
、
市

内
で
も
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

二
人
の
友
情
や
青
春
の
葛
藤
は
、
昨
年
の
「
な
ん

で
も
鑑
定
団
」
で
も
話
題
と
な
っ
た
「
賢
治
か
ら
嘉

内
へ
の
7�
通
の
手
紙
」
に
も
著
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

〝
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
〟
は
実
行
委
員
会
の
活
動
を

受
け
継
ぐ
団
体
と
し
て
発
足
。
二
人
の
か
か
わ
り
や

残
さ
れ
た
手
紙
（
保
阪
家
に
は
他
の
二
人
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
の
手
紙
も
保
管
）
を
通
し
て
「
ア
ザ
リ
ア
」

の
主
要
メ
ン
バ
ー
四
人
の
絆
を
現
代
に
伝
え
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「アザリア」２・３・５・６号
（保阪嘉内旧蔵本）

" アザリア記念会 "

＝＝ アザリア記念会 ＝＝
（目的）

　保阪嘉内・宮沢賢治らを中心とした「アザ

リアの友」の友情と理想を受け継ぎ、現在に

つなぐ活動を進める。　

（経緯）

　宮沢賢治・保阪嘉内生誕１１０周年記念実

行委員会を受け継ぐ団体として設立。

（会員）　

　保阪嘉内生誕の地、韮崎市民を中心メンバ

ーに市外・県外からも会に参加している。

また、嘉内の長男善三氏、次男庸夫氏も顧問

として名を連ねている。

（主な活動）
　〇 毎年１０月１８日（嘉内の誕生日）前後に
　　 「花園農村の碑」碑前祭を開催

　〇 「アザリアの友」関係組織との連携・交流　

　〇 会報「アザリア」の発行

　〇 出版・広報活動、 ブログ『宮沢賢治と「ア　

　　 ザリア」 の友たち』の運営

昨
年
10
月
18
日
に

行
わ
れ
た
碑
前
祭
の
模
様
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アザリア記念会

「特集」保阪嘉内・宮沢賢治の友情を　　　　　現
い ま

代に伝える・・・

二人の友情を記念した
花園農村の碑
嘉内の生家に近い、東京エレクトロン韮崎

文化ホールの前庭に建立されました。

嘉内ゆかりの場所

岩手県から贈られた
ぎんどろの木

「ヤマナシ」の木を贈ったお礼に、２人

が歌に詠んだ「ギンドロ」の木が岩手県

知事から贈られ、市内３ヶ所に植えら

れています。

嘉内が静かに眠る
共同墓地

嘉内の生家を見下ろす七里岩

台上のお墓には、２人と妻さ

かゑの歌が刻まれた碑が建て

られました。

夜空に進むような列車が見られる
銀河鉄道展望公園
宮沢賢治の名作「銀河鉄道の夜」のヒントになっ

たとも言われる韮崎の夜空。この場所からは、

まさに銀河鉄道といった夜景を見ることができ

ます。

嘉内が短歌を詠んだ
鳳凰三山（地蔵ヶ岳）
　

保阪家先祖が眠る
屋敷跡「古屋敷」

資料と写真（一部）
はアザリア記念会
より提供していた
だきました。
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嘉内・賢治

 
　
　

賢
治
の
心
友
「
保
阪
嘉
内
」
は
、

ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
？

　

保
阪
嘉
内
は
、
１
８
９
６
（
明

治
29
）
年
10
月
18
日
、
山
梨
県
の

駒
井
村
（
現
韮
崎
市
）
に
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

県
立
甲
府
中
学
校
を
卒
業
後
、

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
現
北

海
道
大
学
農
学
部
）
の
受
験
に

失
敗
し
浪
人
生
活
を
送
っ
た
後
、

１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
に
盛
岡

高
等
農
林
学
校
（
現
岩
手
大
学
農

学
部
）
の
農
学
科
第
二
部
に
入
学

し
、
寮
で
宮
沢
賢
治
と
同
室
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
が
縁
で
賢
治
と
の

仲
が
深
ま
り
、
１
９
１
７
（
大
正

６
）
年
７
月
に
は
共
に
「
ア
ザ
リ

ア
」を
創
刊
し
ま
す
。し
か
し
、「
ア

ザ
リ
ア
」
に
過
激
な
文
言
の
文
章

を
掲
載
し
た
こ
と
が
も
と
で

学
校
か
ら
除
名
処
分
を
受
け
、
志

半
ば
で
盛
岡
高
等
農
林
学
校
を
退

学
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
賢

治
は
嘉
内
に
座
右
の
書
で
あ
っ

た
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
を

贈
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
の
３

月
、
除
名
と
い
う
厳
し
い
処
分
を

受
け
、
学
校
を
去
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
嘉
内
は
、
再
び
駒
場

か
札
幌
の
農
科
大
学
を
受
験
し
ま

す
が
、 

受
験
勉
強
を
す
る
十
分

な
時
間
も
、
心
の
ゆ
と
り
も
な
か

っ
た
た
め
か
不
合
格
と
な
り
ま

す
。
翌
年
の
受
験
を
め
ざ
し
、
明

治
大
学
に
籍
を
置
き
つ
つ
東
京
で

勉
強
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
６

月
に
母
が
急
性
肺
炎
で
逝
去
し
た

た
め
、
進
学
を
断
念
し
て
郷
里
に

戻
り
、農
業
を
営
む
準
備
を
開
始
。

賢
治
か
ら
は
嘉
内
の
母
の
死
を
悼

む
手
紙
が
３
度
届
い
て
い
ま
す
。

　

自
ら
を
「
農
人
」
と
称
し
、「
花

園
農
村
」
の
実
現
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
試
み
を
開
始
し
た
嘉
内
で

し
た
が
、
旧
弊
な
家
や
農
村
で
は

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
一
年
志
願
兵
と
し

て
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
12
月

か
ら
１
年
間
の
軍
隊
生
活
。
そ
れ

に
続
く
山
梨
教
育
会
で
の
勤
務
。

こ
う
し
た
生
活
の
中
で
嘉
内
は
自

ら
の
進
む
道
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

ま
し
た
。
一
時
は
家
を
出
る
こ
と

も
考
え
ま
す
が
、
賢
治
は
そ
れ
を
止

め
る
手
紙
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

時
、
も
し
賢
治
が
止
め
な
け
れ
ば
、

そ
の
後
の
賢
治
と
嘉
内
の
関
係
は
、

も
う
少
し
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。　

　

そ
し
て
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

７
月
18
日
、
賢
治
と
嘉
内
は
上
野
の

帝
国
図
書
館
で
再
会
し
ま
す
が
、
宗

教
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
か
ら
激

し
い
口
論
の
末
に
訣
別
し
た―

と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
以
降
嘉

内
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
就
き
つ

つ
、
予
備
役
の
軍
事
演
習
な
ど
に
参

加
し
て
数
年
を
過
ご
し
、
１
９
２
４

（
大
正
1�
）
年
、
山
梨
日
日
新
聞
社

に
入
社
、
記
者
と
し
て
文
芸
欄
や
編

集
を
担
当
し
ま
す
。
嘉
内
が
担
当
し

た
新
聞
の
歌
壇
に
短
歌
を
投
稿
し
た

佐
藤
さ
か
ゑ
と
知
り
合
い
、
結
婚
し

た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

　

し
か
し
、
嘉
内
は
農
業
へ
の
思
い

を
断
ち
切
れ
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た

営
農
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

１
９
２
５
（
大
正
1�
）
年
山
梨
日

日
新
聞
を
退
社
し
、
駒
井
の
実
家
に

戻
っ
て
再
び
理
想
の
模
範
農
村―

―

「
花
園
農
村
」
を
め
ざ
し
て
活
動
を

再
開
す
る
の
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

次
回
に
つ
づ
く

　１８９６年（明治２９年）岩手県花巻市生まれ。

　浄土真宗の信仰が篤い家庭で育ち、幼いころより仏

教への関心が深かったが、１９１４年に法華経と出会

い傾倒していく。

　小学校の頃は鉱物や昆虫の採集を熱心に行い、盛岡

中学在学中に短歌の創作を始めた。

　盛岡高等農林学校（現岩手大学農学部）の２年生の

時、１年遅れて入学してきた保阪嘉内と自啓寮で同室

となり、共に志が同じであることや短歌の創作など同

じ趣味を持つ事で急速に交友を深めていった。

　卒業後は農学校教師、農業指導者としても活躍。賢

治の理想郷は「イーハトーブ」という名であった。詩

人・童話作家としてはあまりにも有名。

    宮沢賢治って有名だけど・・どんな人だったの？
（主な著書）

　「注文の多い料理店」
　「風の又三郎」
　「銀河鉄道の夜」
　詩集「春と修羅」　

　「雨ニモマケズ・・」は、日本人な
ら誰もが一度は耳にしたとことがある
詩ですが、賢治没後発見された遺作の
メモでした。

　童話「やまなし」は現在使われてい
る小学６年生の国語の教科書（光村図
書）に掲載、岩手県との交流のきっか
けとなりました。韮崎市でも使われ子
どもたちが勉強しています。　
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５
月
1�
日（
金
）、
市
民
会
館

４
階
大
会
議
室
に
お
い
て
第
２

回
の
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
」

の
皆
さ
ま
（
団
体
の
概
要
に
つ

い
て
は
Ｐ
２
参
照
）
と
「
韮
崎

ル
ネ
サ
ン
ス
と
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
か
ら
は
市
長
、
教
育
課

長
、
企
画
財
政
課
長
な
ど
が
出

席
、
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
か
ら
は

保
阪
善
三
、
庸
夫
顧
問
、
清
水

一
会
長
ら
９
人
の
方
々
が
出
席

し
て
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、

図
書
館
と
保
阪
嘉
内
資
料
館
の

建
設
に
つ
い
て
の
意
見

な
ど
が
、
熱
心
に
語
ら

れ
、
市
長
か
ら
は
、
保

阪
家
の
資
料
を
市
の
宝

と
し
て
大
切
に
保
存
、
公
開
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
会
員
か
ら
は
、
現

在
市
で
意
見
を
と
り
ま
と
め
て
い

る
駅
前
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
利
活
用
に
つ
い
て
の
ご
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ア
ザ
リ

ア
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
紹
介

や
賢
治
・
嘉
内
関
係
資
料
に
つ
い

第 6次長期総合計画策定記念
まちづくりシンポジウムを開催！

　４月２５日（土）東京エレクトロン
韮崎文化ホールにおいて『まちづくり
シンポジウム』が開催されました。
　前半は、前山梨県立大学国際政策学
部教授の市原実氏による講演会が行わ
れ、本市の長期計画の特色と市民と行
政の具体的な協働事例についての紹介。後半は、市原氏のコー
ディネートにより、「協働でひろがる新たなまちづくり」をテ
ーマに市民団体の代表の方々と市長によるパネルディスカッシ
ョンが行われました。
　参加された方からは、「各団体の活動がわかって良かった。」

「自立した活動をしながら協働することが大切だと感じまし
た。」と言った感想が寄せられました。

※詳しい開催記録は、市のホームページに掲載されています 
　ので、ぜひご覧ください。
　【http://www.city.nirasaki.lg.jp/ art1165】

■お問い合わせ　企画財政課企画推進担当（内線３５５）

韮崎市のあたらしいまちづくり

て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
新
図
書
館
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
話
が
弾
み
ま
し
た
。　

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　

（
内
線　

３
５
５
～
３
５
７
）
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食
べ
よ
う
！
学
校
給
食
シ
リ
ー
ズ 

２

子どもたちと市長との  ～ ふれあい給食会 ～

☆栄養士から《献立のねらい》
　子どもたちに人気のシャリシャリ大豆が入った
“だいずご飯”大豆には体の中で作ることが出来
ないアミノ酸（必須アミノ酸と言います）がたく
さん含まれています。苦手な人もいますが“小さ

なひとつぶ”にもすばらしいパワーをもっているのです。
好き嫌いなく、しっかり食べましょう！

今回のメニュー
だいずご飯・すいとん汁
魚のみそソースあえ

大根干しのサラダ・実生柑・牛乳

■お問い合わせ　
　教育課学校教育担当
　（内線２６３・２６４）
　kyouiku@city.nirasaki.lg.jp

  第２回は韮崎小学校で 1 年生を対象に行われ
た「給食試食会」に参加して、小学校に上がっ
たばかりの子どもたちとそのお母さん方と一緒
に、和やかな雰囲気のなか、給食を食べました。
教室には、親子の笑顔があふれていました。
　

《韮崎小学校　５月１３日実施》

第
２
回
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

   「
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
」と
開
催


